
令和 5年度 第 2回 九十九里町地域公共交通会議 顛末書 

 

 

 

 

1. 日時  令和 5年 10月 17日(火) 午後 2時～ 

 

2. 場所  中央公民館 3階 講義室 

 

3. 出席者  別紙委員名簿のとおり 

 

4. 会議の議題  （１）九十九里町地域公共交通計画の策定について 

       （２）今後のスケジュール（予定）について 

 

5. 審議結果  

【議題】（１）九十九里町地域公共交通計画の策定について 

 【結果】承認（賛成１５票 反対０票 棄権０票） 

 

 【議題】（２）今後のスケジュール（予定）について 

 【結果】承認（賛成１５票 反対０票 棄権０票） 

 

 

  



委員名簿（敬称略） 

区分 所属・職名等 氏名  

1 号委員 千葉県 総合企画部 交通計画課 

企画調整班長 

小松 直人  

九十九里町社会福祉課長 古川 紀行  

九十九里町商工観光課長 古関 保  

九十九里町まちづくり課長 作田 延保 会長 

2 号委員 九十九里鐵道株式会社 総務部長 丸 浩一  

ちばフラワーバス株式会社 代表取締役社長 尾崎 紘一郎  

千葉県バス協会 専務理事 成田 斉  

3 号委員 有限会社片貝タクシー 代表取締役社長 松島 健一  

千葉県タクシー協会 東総支部 支部長 金杉 幸太郎  

真亀丘 2 自治区長 宇津木 栄 監査委員 

作田丘自治区長 林 章 副会長 

九十九里町社会福祉協議会事務局長 浅岡 幸子  

7 号委員 千葉県東金警察署 交通課長 荒田 真也  

8 号委員 千葉県 県土整備部 山武土木事務所 次長 滝口 喜英  

日本大学 理工学部 交通システム工学科 

特任教授 博士（工学） 

藤井 敬宏  

 

事務局 企画政策課長 羽斗 伸一  

企画政策課地域政策係長 戸村 武則  

企画政策課地域政策係 川嶋 海斗  

 

 

  



議事の要旨 

 議題・意見等の内容・決定事項等 

 

事務局 

 

 

 

作田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

作田会長 

 

 

 

作田会長 

 

 

 

 

 

 

《 開 会 》 

《作田会長に議長を依頼》 

九十九里町公共交通会議設置要綱第 7 条 2 項の規定により、議

長は作田会長にお願いする。 

 

《会長挨拶》 

公共交通計画策定に向け、現在の状況としては、3,000 人の町

民を対象としたアンケート調査を行っているところである。 

町民の皆様お一人お一人、それぞれ立場が異なり、考え方も異

なると思う。本計画は、住民はじめ全体のための計画であり重

要なものになると考えられる。 

会議の開始にあたり、本日、参加される委員の皆様には、それ

ぞれの専門的な立場から忌憚のないご意見いただけますようお

願いしたい。 

 

 

議題（１） 九十九里町地域公共交通計画の策定について 

 

《議題（１）について、資料 1 に基づき、地域公共交通計画と

はどのような計画か、策定にあたり、どのようなことに留意

すべきかを説明》 

 

委員から、質問・意見等はあるか。 

 

《特に質問・意見なし》 

 

質問・意見等がないため、原案通り進めるということでよいか。 

 

《一同、異議なし》 

 

 

 

 



 

 

事務局 

 

 

 

作田会長 

 

成田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

小松委員 

 

 

議題（２） 今後のスケジュール（予定）について 

 

《議事（２）について、資料 1 に基づき、今後の進め方を説明

し、あわせて参考資料に基づき、九十九里町の地域、公共交

通の現状について説明》 

 

委員から、質問・意見等はあるか。 

 

質問・意見を 5 点させて頂く。 

1 点目は、観光施設等について。海の駅九十九里など、町内の

主要施設のバス乗り場等が町外から来る人に周知できていない

と考えられる。もう少し周知を行ってもよいのではないかと思

う。 

2 点目は、バス事業の輸送人員が少ない中、路線を確保してい

ることについて。現状の中で、補助を受けて路線を運行してい

るということを明記したほうがよい。補助路線について行政が

どのような支援しているのかなど、説明があった方がよいと考

える。 

3 点目は、町内の移動手段について。特に、家族の送迎など通

学、通院の移動手段の現状を把握したうえで計画策定をしてほ

しい。 

4 点目は、運転士不足について。2024 年には運転士の労働基準

が変更となることから、業界全体で運転士が不足する。このよ

うなことを計画には盛り込むべきと考える。 

5 点目は、今後の公共交通計画策定のスケジュールについて。

この会議は 4 回実施される予定だが、次回会議では具体的な取

り組みを議論することとなる。もともとスケジュールがタイト

なため、素案という形になる前に、実施する事業について進め

方を工夫したほうがよい。 

 

委員のご指摘は重要であると受け止めている。計画に反映でき

るものはできる限り取り入れたいと考えている。 

 

町内のバス路線については、県の補助を受けている。その点に

ついても留意いただき、不明点は県にも問い合わせてほしい。 

 



成田委員 

 

 

 

 

事務局 

 

作田議長 

 

 

 

 

 

 

 

成田委員 

 

 

事務局 

 

本計画は総合計画等の上位計画に基づいて策定されるものであ

る。また関連する計画については考え方を踏まえ連携するよう

留意すべきである。 

 

 

上位計画や関連計画を踏まえ計画策定を進めていきたい。 

 

頂いた意見を踏まえ、原案通り進めるということでよいか。 

 

《一同、異議なし》 

 

 

 

その他 

 

次回会議では、日程調整は早めにお願いしたい。 

 

《 閉 会 》 

以上で第 2 回地域公共交通会議を閉会する。 

 

 

 


